






11
％
の
た
め
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
宣
言

153 152

解
説

れ
、
連
帯
に
よ
っ
て
つ
ね
に
新
し
く
築
き
直
さ
れ
る
普
遍
主
義
で
あ
る
。

　

11
％
の
た
め
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
反
資
本
主
義
を
う
た
う
不
断
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
で

あ
る
─
平
等
を
勝
ち
取
ら
な
い
か
ぎ
り
同
等
で
は
満
足
せ
ず
、
公
正
を
勝
ち
取
ら
な

い
か
ぎ
り
空
虚
な
法
的
権
利
に
は
満
足
せ
ず
、
個
人
の
自
由
が
す
べ
て
の
人
々
の
自
由

と
共
に
あ
る
こ
と
が
確
証
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
私
た
ち
は
決
し
て
既
存
の
民
主
主
義
に

は
満
足
し
な
い
。

解
説 

菊
地
夏
野

１
　
本
書
に
つ
い
て

　

本
書
は
既
に
二
五
か
国
で
翻
訳
さ
れ
て
い
るFem

inism
 for the 11%

: A
 M

anifesto

（V
erso Books, 1111

）
の

日
本
語
訳
で
あ
る
。
著
者
は
ア
メ
リ
カ
を
主
な
拠
点
と
す
る
三
名
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
で
あ
る
。

　

シ
ン
ジ
ア
・
ア
ル
ッ
ザ
は
、
ニ
ュ
ー
・
ス
ク
ー
ル
・
フ
ォ
ー
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
サ
ー
チ
哲
学
科
教
員
で
あ
り
、
プ

ラ
ト
ン
等
の
哲
学
及
び
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
理
論
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
研
究
者
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
生
ま
れ
で
、「
一
三
歳

の
頃
か
ら
活
動
家
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

テ
ィ
テ
ィ
・
バ
タ
チ
ャ
ー
リ
ャ
は
、
パ
デ
ュ
ー
大
学
教
養
部
教
員
で
あ
り
、
南
ア
ジ
ア
の
歴
史
お
よ
び
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
専
門
と
す
る
。
イ
ン
ド
系
有
色
女
性
と
し
て
、
多
様
な
社
会
正
義
の
問
題
に
つ
い
て
発
言
を
続

け
て
い
る
。

　

ナ
ン
シ
ー
・
フ
レ
イ
ザ
ー
は
日
本
で
も
著
名
で
、
ニ
ュ
ー
・
ス
ク
ー
ル
・
フ
ォ
ー
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
サ
ー
チ
政

治
・
社
会
科
学
科
教
員
で
あ
り
、
政
治
哲
学
、
正
義
論
、
批
判
理
論
等
を
率
い
て
い
る
。
彼
女
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
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日
本
で
も
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
理
論
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
年
特
に
新
自
由
主
義
の
政
治
を
批
判
的
に
分
析
し
、

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
フ
レ
イ
ザ
ー
が
本
書
に
つ
い
て
、「
こ
れ
は
わ
た
し
が
一
九
六
八
年
世
代
の
活
動

家
と
し
て
初
め
て
書
い
た
政
治
的
な
文
章
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
そ
の
理
由
を
、
状
況
が
あ
ま
り

に
厳
し
く
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
現
在
支
配
的
な
も
の
と
は
異
な
る
新
し
い
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
伝
え
る
必
要
を
感
じ
た

か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
。

２
　
世
界
的
な
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
高
揚
の
な
か
か
ら

　

厳
し
い
状
況
と
い
う
の
は
、
二
〇
世
紀
終
わ
り
か
ら
、
共
産
主
義
圏
は
雪
崩
を
打
っ
て
崩
壊
し
、
世
界
を
グ
ロ
ー
バ

ル
市
場
が
覆
い
出
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
商
品
化
さ
れ
、
規
制
を
緩
和
さ
れ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
人
々
を
競
争
の
中
に

放
り
出
し
、
世
界
中
の
労
働
者
の
環
境
は
悪
化
し
た
。
人
々
の
格
差
は
拡
大
す
る
一
方
だ
が
、
弱
者
を
保
護
す
る
は
ず

の
国
家
や
地
方
の
公
共
セ
ク
タ
ー
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
競
争
を
後
押
し
す
る
存
在
に
変
質
し
た
。
社
会
運
動
や
メ
デ
ィ
ア
、

学
問
な
ど
の
権
力
を
批
判
す
る
役
割
を
持
っ
た
存
在
は
弱
体
化
し
、
逆
に
競
争
や
排
除
を
補
完
す
る
制
度
と
見
ま
ご
う

ば
か
り
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
新
自
由
主
義
の
展
開
に
対
し
て
、
様
々
な
人
々
が
抵
抗
の
努
力
を
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
「
11
％
」
を

掲
げ
た
オ
キ
ュ
パ
イ
（
占
拠
）
運
動
は
二
〇
一
一
年
に
始
ま
っ
た
。「
１
％
の
富
裕
層
と
11
％
の
わ
た
し
た
ち
」
の
格
差

を
象
徴
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ウ
ォ
ー
ル
街
の
一
画
、
ズ
コ
ッ
テ
ィ
公
園
等
を
占
拠
す
る
こ
と
で
、
金
融
支
配
に
異
議

申
し
立
て
を
行
い
、
全
米
各
地
、
さ
ら
に
世
界
中
に
広
が
っ
た
。
他
に
も
世
界
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
反
緊
縮
運
動
な
ど
相
互
に
影
響
を
与
え
合
い
な
が
ら
各
地
で
抵
抗
運
動
が
起
き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
運
動
の
中
で
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
主
張
は
見
え
隠
れ
し
な
が
ら
も
必
ず
し
も
常
に
中
心
化
は
さ
れ
な
か

っ
た
。

　

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
日
本
だ
け
で
な
く
多
く
の
国
で
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
ぶ
つ
か
り
、
ま
た
若

い
世
代
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
離
れ
を
意
味
す
る
「
ポ
ス
ト
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
も
あ
り
、
潜
在
化
し
て
い
た
。
一
方
で
二
〇

一
〇
年
代
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
も
あ
り
、「
ポ
ッ
プ
な
」
装
い
を
持
っ
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
さ
ら
に
顕
在
化
し
た
の
が
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
の
ア
メ
リ
カ
の
富
豪
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
の
世
界
中
を
驚
か
せ
た
大
統
領
選
当
選
に
さ
い
し
て
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
は
、
女
性
差
別
や
人
種
差
別
の
発

言
を
繰
り
返
し
、
話
題
と
な
る
こ
と
で
注
目
を
さ
ら
い
、
人
気
を
勝
ち
取
っ
た
。
彼
が
意
外
な
当
選
を
果
た
し
た
こ
と

で
、
人
々
が
こ
れ
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
と
世
界
の
状
況
に
不
安
を
深
め
る
中
、
女
性
た
ち
の
大
規
模
な
抗
議
、
ウ
ィ
メ
ン

ズ
・
マ
ー
チ
が
行
わ
れ
た
の
だ
。

　

二
〇
一
七
年
一
月
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
式
の
翌
日
（
一
月
二
一
日
）、
全
米
五
百
以
上
の
都
市
で
数
百
万
人
規

模
の
大
き
な
デ
モ
が
行
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
史
上
最
大
の
デ
モ
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
世
界
中
で
報
道
さ
れ
、
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
の
存
在
感
を
知
ら
し
め
た
。

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
こ
れ
に
よ
っ
て
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
を
代
表
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
本
書
は
そ
の
認
識
に
挑
戦
し
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て
い
る
。

　

ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
マ
ー
チ
の
翌
月
、
著
者
三
人
お
よ
び
リ
ン
ダ
・
オ
ル
コ
フ
、
バ
ー
バ
ラ
・
ラ
ン
ス
ビ
ー
、
ラ
ス
メ

ア
・
オ
ー
デ
、
ケ
ア
ン
ガ
┣
ヤ
マ
チ
ャ
・
テ
イ
ラ
ー
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
デ
イ
ビ
ス
の
八
人
が
三
月
八
日
に
ス
ト
ラ
イ
キ

を
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。
こ
れ
は
「
国
際
女
性
デ
ー
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
同
日
に
、
世
界
中
の
女
性
が
ス
ト

ラ
イ
キ
を
す
る
こ
と
へ
の
誘
い
で
あ
る
。

　

国
際
女
性
デ
ー
は
今
で
は
各
国
政
府
や
大
企
業
も
祝
賀
す
る
ほ
ど
普
及
し
て
い
る
が
、
起
源
は
二
〇
世
紀
初
め
の
社

会
主
義
の
運
動
に
根
ざ
し
て
い
る
。
一
九
〇
八
年
の
こ
の
日
、
一
万
五
千
人
の
衣
料
品
産
業
の
女
性
労
働
者
た
ち
が
賃

上
げ
や
労
働
時
間
短
縮
、
参
政
権
を
求
め
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
心
を
行
進
し
た
。
そ
の
多
数
は
移
民
女
性
だ
っ
た
。

そ
の
翌
年
、
織
物
労
働
者
の
移
民
女
性
た
ち
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い
、
警
察
や
経
営
者
の
弾
圧
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
者
ク
ラ
ラ
・
ツ
ェ
ト
キ
ン
ら
が
一
九
一
〇
年
に
「
国
際
女
性
労
働
者
デ
ー
」
の
組
織
化
を
行

っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
歴
史
の
上
で
、
近
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
二
〇
一
六
年
に
中
絶
禁
止
の
政
策
に
反
対
し
て
女
性
た
ち
が
抗

議
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い
、
同
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
始
め
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
フ
ェ
ミ
サ
イ
ド
（
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

す
る
殺
害
）
に
対
す
る
抗
議
運
動
（N

i U
na M

enos

）
が
大
規
模
に
広
が
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
一
七
年
の
女
性

デ
ー
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
す
る
こ
と
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
中
、
ア
メ
リ
カ
で
著
者
ら
が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

著
者
ら
は
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
マ
ー
チ
の
意
義
を
認
め
た
上
で
、
問
題
を
よ
り
焦
点
化
し
、
ト
ラ
ン
プ
個
人
の
女
性
嫌
悪

に
と
ど
ま
ら
な
い
長
期
的
な
女
性
に
対
す
る
攻
撃
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
最
終
的
に
、
ウ
ィ

メ
ン
ズ
・
マ
ー
チ
の
呼
び
か
け
人
も
合
流
し
て
、
二
〇
一
七
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
実
施
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ

で
は
「
女
性
の
い
な
い
日
（A

 D
ay W

ithout a W
om

an

）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
後
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
か
ら
「#M

eT
oo

」
が
世
界
的
に
盛
り
上
が
り
、「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
流
行
」
の
一
角

を
成
し
て
い
く
が
、
ア
ル
ッ
ザ
は
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
は
「M

eT
oo

へ
の
応
答
」
で
も
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。

性
暴
力
は
多
く
の
女
性
の
日
常
的
な
問
題
で
あ
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
孤
立
し
が
ち
な
性
暴
力
被
害
者
に
対
し
て
、
共

同
的
な
応
答
を
行
う
試
み
だ
と
し
て
い
る
。

　

本
書
は
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
（International W

om
en’s Strike

）
へ
の
継
続
す
る
呼
び
か
け
で
あ
る
。
本
書
が
リ
ベ
ラ

ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
へ
の
批
判
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
背
景
か
ら
理
解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
近
年
の
メ

デ
ィ
ア
で
の
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
流
行
」
を
読
み
解
く
た
め
に
は
、
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
マ
ー
チ
と
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ス
ト
ラ

イ
キ
の
関
係
を
見
極
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
の
報
道
で
は
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
実
際
の
運
動
の
中
で
は
両
者
は
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
の
結
び
つ
き
に
力
が
あ
る
。
し
か
し
理
論
的
に
は
、
腑
分
け

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
フ
レ
イ
ザ
ー
が
「
資
本
主
義
の
侍
女
」
と
な
ぞ
ら
え
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
の
出
現
だ1
。

「
リ
ー
ン
・
イ
ン
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
は
女
性
も
競
争
に
参
入
し
、
そ
こ
で
高
い
生
産
性
を
上
げ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
国

家
に
「
貢
献
」
す
る
こ
と
が
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
目
標
だ
と
す
る
。
こ
れ
が
問
題
含
み
な
の
は
単
に
抑
圧
的
な
価
値
観
で
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あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
新
自
由
主
義
を
正
当
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
競
争
や
効
率
と
い
っ
た
新
自
由
主
義
的
価
値

観
は
、
必
ず
し
も
容
易
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
が
、「
多
様
性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）」
と
い
う
言
葉
で
「
女
性
の
成

功
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
と
輝
き
を
増
す
。「
リ
ー
ン
・
イ
ン
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
は
そ
う
し
て
社
会
に
新
自
由
主
義

を
浸
透
さ
せ
る
効
を
奏
し
、
同
時
に
ま
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
歪
め
て
し
ま
う
。
そ
う
す
れ
ば
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
人
々
を

解
放
に
導
く
ど
こ
ろ
か
、
よ
り
追
い
詰
め
る
道
具
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
、
著
者
ら
は
、「
リ
ー
ン
・
イ
ン
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
に
代
表
さ
れ
る
リ
ベ
ラ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
批

判
し
、
そ
う
で
は
な
い
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
わ
た
し
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ス
ト
ラ

イ
キ
の
運
動
は
、
問
題
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
考
え
、
ト
ラ
ン
プ
の
政
治
は
よ
り
大
き
な
問

題
の
「
症
状
」
だ
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

　

こ
の
認
識
は
、
近
年
フ
レ
イ
ザ
ー
が
論
じ
て
い
る
「
進
歩
的
な
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
と
関
係
し
て
い
る
。
フ
レ
イ

ザ
ー
に
よ
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
の
勝
利
は
「
普
通
の
人
々
」
の
反
乱
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
数
十
年
間
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ

ル
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
経
済
は
金
融
化
し
、
こ
れ
ま
で
社
会
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
占
め
て
い
た
製
造
業
労
働
者
や
農

業
労
働
者
等
は
居
場
所
を
失
っ
た
。
例
え
ば
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
、
脱
工
業
化
を
進
め
な
が
ら
ウ
ォ
ー
ル
街
を

支
援
し
、「
多
様
性
」
や
「
解
放
」
を
旗
印
に
女
性
や
若
者
の
権
利
、
多
文
化
主
義
と
い
っ
た
主
張
を
打
ち
出
し
そ
の
政

治
を
正
当
化
し
た
。
そ
う
い
っ
た
主
張
は
金
融
界
や
勃
興
し
た
Ｉ
Ｔ
産
業
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
と
親
和
し
、「
取
り
残
さ

れ
た
普
通
の
人
々
」
の
反
発
を
呼
ん
だ
。
そ
れ
ら
の
人
々
に
と
っ
て
、
エ
リ
ー
ト
層
を
代
表
す
る
の
が
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク

リ
ン
ト
ン
だ
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
新
自
由
主
義
に
反
発
す
る
層
は
ト
ラ
ン
プ
を
選
ん
だ
、
そ
れ
が

も
う
ひ
と
つ
の
隘
路
だ
と
も
気
付
か
ず
に
。

　

こ
の
矛
盾
を
踏
ま
え
、
ト
ラ
ン
プ
の
反
動
的
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
反
対
す
る
時
、
ヒ
ラ
リ
ー
が
象
徴
す
る
「
進
歩
的

な
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
で
は
な
く
、
本
書
の
提
唱
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
も
と
づ
く
べ
き
だ
と
い
う
の
が
フ
レ
イ
ザ

ー
ら
の
主
張
で
あ
る
。

「
リ
ー
ン
・
イ
ン
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
と
「
11
％
の
た
め
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
の
関
係
は
、
単
な
る
「
路
線
対
立
」
と

い
う
よ
り
も
、
以
上
の
よ
う
な
構
造
的
な
把
握
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

３
　
資
本
主
義
と
レ
イ
シ
ズ
ム
と

　

本
書
の
意
義
の
ひ
と
つ
は
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
、
望
ま
し
い
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
基
本
的
立
場
を
説
明
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
資
本
主
義
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
明
快
に
説
明
し
た
例
は
少
な
い
だ
ろ

う
。「
リ
ー
ン
・
イ
ン
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
な
ど
リ
ベ
ラ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
の
違
い
は
、
資
本
主
義
へ
の
ス
タ
ン

ス
に
あ
る
。
そ
の
さ
い
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
「
社
会
的
再
生
産
（social reproduction

）」
で
あ
る
。

社
会
的
再
生
産
論

　

社
会
的
再
生
産
論
を
研
究
し
て
い
る
バ
タ
チ
ャ
ー
リ
ャ
に
よ
れ
ば
、
社
会
的
再
生
産
と
は
、
生
命
を
生
み
、
維
持
し
、
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継
続
さ
せ
る
活
動
と
制
度
を
指
し
て
い
る2
。
具
体
的
に
は
出
産
、
育
児
、
家
事
、
介
護
な
ど
の
活
動
お
よ
び
住
居
、
公

共
交
通
、
病
院
、
学
校
な
ど
の
制
度
で
あ
る
。
社
会
的
再
生
産
論
が
以
上
の
よ
う
な
生
を
作
り
出
す
活
動
と
制
度
の
重

要
性
に
注
目
す
る
の
に
対
し
て
、
資
本
主
義
は
、
モ
ノ
と
利
益
の
生
産
を
優
先
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
社
会
的
再
生
産
の

活
動
を
主
要
に
担
う
の
が
女
性
で
あ
る
。

　

ま
た
フ
レ
イ
ザ
ー
は
社
会
的
再
生
産
を
「
社
会
的
な
関
係
性
の
創
造
と
維
持
」
と
説
明
し
、
世
代
間
の
つ
な
が
り
と
、

友
人
や
家
族
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
水
平
的
な
つ
な
が
り
を
意
味
す
る
と
し
て
い
るiii
。
そ
し
て
社
会
的
再
生
産
か
ら

経
済
的
再
生
産
を
く
り
抜
き
、
分
離
し
て
序
列
化
す
る
こ
と
で
資
本
主
義
は
成
立
し
た
と
す
る
。
資
本
主
義
は
社
会
的

再
生
産
を
価
値
の
低
い
も
の
と
し
て
扱
う
。
こ
の
社
会
的
再
生
産
の
軽
視
と
搾
取
が
、
近
代
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る

女
性
の
抑
圧
の
根
本
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

フ
レ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、
社
会
的
再
生
産
の
抑
圧
は
三
段
階
の
変
遷
を
た
ど
る
。
近
代
資
本
主
義
の
初
期
に
は
自
由

資
本
主
義
が
社
会
的
再
生
産
を
私
有
化
し
、
二
〇
世
紀
半
ば
の
国
家
統
治
型
資
本
主
義
は
部
分
的
に
社
会
化
し
、
現
在

の
新
自
由
主
義
は
ま
す
ま
す
商
品
化
す
る
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
社
会
的
再
生
産
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
、
女
性
の
労
働

に
依
存
し
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
新
自
由
主
義
、
ま
た
資
本
主
義
の
関
係
性
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
資
本
主
義
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
社
会
的
再
生
産
の
抑
圧
な
し
に
は
成
立
し
な
い
。
特
に
新
自
由
主
義
は
、
社
会
的
再
生
産
の
商

品
化
と
民
営
化
を
推
進
す
る
。
医
療
も
教
育
も
公
的
予
算
を
削
ら
れ
民
営
化
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
領
域
の
労
働
者
の
多
数

を
占
め
る
女
性
の
環
境
は
悪
化
す
る
。
同
時
に
新
自
由
主
義
は
「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
事
」
と
い
う
性
別
役
割
分

業
を
更
新
し
て
「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
事
も
仕
事
も
」
と
変
容
さ
せ
る
た
め
、
一
部
の
女
性
は
男
性
と
同
様
に
競

争
に
参
入
す
る
。
新
自
由
主
義
下
で
女
性
は
、
再
生
産
労
働
と
賃
労
働
の
二
重
の
負
担
強
化
に
直
面
す
る
の
で
あ
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ヴ
ズ
・
マ
タ
ー

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
社
会
的
再
生
産
の
抑
圧
に
、
人
種
の
不
均
衡
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
分
か
り

や
す
い
の
が
、「
リ
ー
ン
・
イ
ン
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
が
目
指
す
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
達
成
が
、
現
実
に
は
移
民
女
性
や

有
色
女
性
の
メ
イ
ド
た
ち
に
再
生
産
労
働
を
転
嫁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
近
代

資
本
主
義
自
体
が
、
奴
隷
貿
易
に
始
ま
り
、
植
民
地
の
略
奪
と
搾
取
お
よ
び
黒
人
奴
隷
制
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
。

　

バ
タ
チ
ャ
ー
リ
ャ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
近
年
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
「
交
差
性
（intersectionality

）」
論
は
、
人

種
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
分
離
し
た
も
の
と
し
て
扱
い
、
二
つ
が
外
部
で
交
わ
る
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
そ

う
で
は
な
く
、
二
つ
は
本
質
的
に
共
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
有
機
的
な
全
体
性
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
の
が
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
だ
ろ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
人
々
の
競
争
を
強

化
し
移
動
を
増
加
さ
せ
た
が
、
代
わ
り
に
社
会
の
脆
弱
化
も
生
ん
だ
。
ウ
イ
ル
ス
の
伝
播
は
世
界
を
混
迷
さ
せ
、
ア
メ

リ
カ
で
は
、
と
く
に
有
色
の
人
々
の
被
害
が
大
き
い
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。
公
的
健
康
保
険
の
な
い
ア
メ
リ
カ
で
は
、
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無
保
険
者
が
感
染
し
た
場
合
、
莫
大
な
治
療
費
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
貧
困
層
ほ
ど
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
。

バ
タ
チ
ャ
ー
リ
ャ
に
よ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
在
宅
医
療
介
護
労
働
者
の
九
割
が
女
性
、
そ
の
過
半
数
が
有
色
で
あ
る
と
い

う
。
劣
悪
な
待
遇
で
、「
未
登
録
（undocum

ented

）」
の
外
国
籍
労
働
者
も
多
く
、
仕
事
の
掛
け
持
ち
を
し
て
い
る
者

も
珍
し
く
な
い
。
そ
れ
が
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
者
た
ち
の
実
態
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
「Black Lives M

atter

（
Ｂ
Ｌ
Ｍ
）」
運
動
の
盛
り
上
が
り
が
起
き
た
。
Ｂ
Ｌ
Ｍ
運
動
自
体

は
、
二
〇
一
〇
年
代
に
起
こ
さ
れ
、
警
察
の
黒
人
へ
の
暴
力
に
反
対
し
、
黒
人
差
別
に
抗
議
す
る
運
動
で
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
さ
ら
に
運
動
は
再
燃
し
て
い
る
。
ア
ル
ッ
ザ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
生
じ
た
Ｂ
Ｌ
Ｍ
の

抗
議
行
動
の
状
況
を
報
告
し
て
い
る
。

　

二
〇
二
〇
年
五
月
二
五
日
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ロ
イ
ド
が
警
官
に
殺
害
さ
れ
た
こ
と
に
怒
っ
た
人
々

が
全
米
で
抗
議
運
動
を
起
こ
し
た
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
は
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
・
セ
ン
タ
ー
前
に
大
勢
の
人
々
が
集
ま
っ
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
二
〇
一
三
年
に
建
設
さ
れ
、
当
初
か
ら
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
象
徴
と
し
て
反
対
さ
れ
て

い
た
。
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
都
市
の
中
枢
地
域
が
再
投
資
・
再
開
発
に
よ
り
労
働
者
階
層
が
排
除
さ

れ
高
級
化
・
富
裕
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

連
日
こ
の
地
に
集
ま
っ
た
市
民
は
、
明
確
な
リ
ー
ダ
ー
も
い
な
い
ま
ま
自
然
発
生
的
に
ス
ピ
ー
チ
を
始
め
、
各
々
が

怒
り
や
愛
、
連
帯
、
希
望
、
感
謝
、
政
治
分
析
を
述
べ
合
う
場
と
化
し
た
。
例
え
ば
黒
人
の
ホ
ー
ム
レ
ス
男
性
は
「
初

め
て
白
人
が
私
た
ち
の
闘
い
を
支
持
し
て
い
る
」
と
語
り
、
ま
た
茶
色
い
肌
の
ト
ラ
ン
ス
女
性
は
茶
色
い
肌
の
シ
ス
男

性
に
「
わ
た
し
た
ち
を
支
持
で
き
な
い
な
ら
帰
れ
！　

わ
た
し
た
ち
は
連
帯
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。
マ
ー
チ

を
始
め
る
人
々
も
い
た
。
警
察
の
取
り
締
ま
り
を
か
わ
し
な
が
ら
練
り
歩
く
と
、
街
中
か
ら
、
抗
議
者
た
ち
に
声
援
が

与
え
ら
れ
た
。
セ
ン
タ
ー
前
で
は
飲
み
物
や
食
べ
物
、
消
毒
薬
や
マ
ス
ク
を
人
々
が
持
ち
寄
り
、
分
け
合
っ
た
。

　

ア
ル
ッ
ザ
は
こ
れ
を
、
ケ
ア
の
行
為
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
、
下
か
ら
の
共
同
的
な
社
会
的
再
生
産
だ
と
呼
ん
で
い
る
。

「
美
が
街
に
戻
っ
て
き
た
」
と
。
フ
ロ
イ
ド
、
ブ
レ
オ
ナ
・
テ
イ
ラ
ー
、
ジ
ャ
マ
ル
・
フ
ロ
イ
ド
等
「
軍
事
化
さ
れ
た

レ
イ
シ
ス
ト
国
家
」
に
殺
さ
れ
た
無
数
の
黒
人
、
コ
ロ
ナ
で
亡
く
な
っ
た
一
〇
万
以
上
の
人
々
。
死
者
た
ち
へ
の
追
悼

と
、
怒
り
が
、
人
々
に
資
本
主
義
と
国
家
が
抑
圧
す
る
自
由
を
一
瞬
に
せ
よ
行
使
す
る
の
を
可
能
に
さ
せ
た
と
。
こ
の

よ
う
な
瞬
間
は
、
ほ
ど
な
く
既
成
の
政
党
政
治
に
吸
収
さ
れ
た
り
、
資
本
や
国
家
に
抑
圧
さ
れ
た
り
す
る
。
だ
が
こ
の

と
き
の
可
能
性
を
様
々
な
形
で
持
続
さ
せ
、
生
き
延
び
さ
せ
る
こ
と
で
私
た
ち
の
未
来
は
取
り
戻
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

４
　
お
わ
り
に

　

最
後
に
、
本
書
が
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
理
論
に
お
い
て
も
つ
意
義
を
確
認
し
よ
う
。
Ｂ
Ｌ
Ｍ
に
お
け
る
連
帯
を
可
能
に
し

た
の
は
「
自
律
性
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
が
目
指
し
て
い
る
も
の
と
共
通
し
て
い
る
。

　

本
書
が
謝
辞
を
捧
げ
て
い
る
カ
ン
ビ
ー
・
リ
バ
ー
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
は
、
一
九
七
四
年
か
ら
八
〇
年
に
ボ
ス
ト
ン
で

活
動
し
た
黒
人
の
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
共
同
体
で
あ
る
。
市
民
権
運
動
に
は
性
差
別
へ
の
十
分
な
視
点
が
な
く
、
白
人
女
性

中
心
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
は
レ
イ
シ
ズ
ム
へ
の
視
点
が
な
か
っ
た
た
め
、
彼
女
た
ち
は
独
自
の
立
場
を
必
要
と
し
た
。
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コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
は
ブ
ラ
ッ
ク
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
、
人
種
、
性
、
異
性
愛
主
義
、
階
級
の
絡
ま
り
合
う
抑
圧

を
分
析
し
、
変
革
し
よ
う
と
し
た
。
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の
起
草
し
た
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス
の
重
要
性
を
記
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、
白
人
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
が
求
め
る
分
離
主
義
（
一
つ
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
に
基
づ
い
て
排
他
的
な
集
団
を
作
る
こ
と
）
は
批
判
し
て
い
る
。
レ
イ
シ
ズ
ム
の
深
刻
さ
を
体
験
し
て
い
る
彼
女

た
ち
は
、
黒
人
男
性
と
の
共
闘
も
必
要
だ
し
、
男
性
性
は
社
会
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
生
物
学
決
定

論
に
反
対
す
る
と
明
確
に
述
べ
、
女
性
の
抑
圧
を
性
的
起
源
に
限
定
す
る
こ
と
は
階
級
や
人
種
の
問
題
を
無
効
に
す
る

と
批
判
し
て
い
る
。

　

本
書
は
こ
の
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
、「
女
性
」
と
い
う
立
場
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
そ
の
主
体

は
限
り
な
く
開
い
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。「
自
律
性
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
単
一
の
差
別
に
限
定
す
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
錯
綜
す
る
権
力
関
係
の
た
だ
な
か
に
主
体
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の
主
唱
者
の
ひ
と
り
、
バ
ー
バ
ラ
・
ス
ミ
ス
も
ス
ト
ラ
イ
キ
の
呼
び
か
け
に
加
わ
っ
て
い
る
。
ス
ミ

ス
は
、
白
人
女
性
の
多
く
が
ト
ラ
ン
プ
に
投
票
し
た
の
は
彼
女
た
ち
の
「
白
人
優
越
主
義
（w

hite suprem
acy

）」
の

た
め
だ
と
し
、
白
人
優
越
主
義
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
も
含
め
た
進
歩
的
な
人
々
を
も
分
断
し
て
い
る
と
い
う
。「
リ
ー

ン
・
イ
ン
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
は
経
済
的
に
特
権
が
あ
り
、
シ
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
白
人
女
性
に
は
有
効
だ
が
、
黒
人
女

性
で
あ
る
自
分
に
は
意
味
が
な
い
と
し
て
、
す
べ
て
の
女
性
の
権
利
と
自
由
の
た
め
に
闘
う
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ス
ト
ラ
イ

キ
を
支
持
し
て
い
る
。

　

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
レ
イ
シ
ズ
ム
の
問
題
は
、
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
マ
ー
チ
の
初
期
か
ら
内
包
さ
れ
て
い
た
。
本
書

が
提
起
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
そ
れ
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
書
は
随
所
で
「
ト
ラ
ン
ス
女
性
」
や
「
セ
ッ
ク
ス
・
ワ
ー
カ
ー
」
と
い
っ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
女
性
を
主
体

に
含
め
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
、
従
来
か
ら
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
か
対
立
が
続
い
て
き
た
存
在
で

あ
る
。
女
性
か
ら
排
除
し
、
否
定
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
す
ら
い
る
。
本
書
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
と
も
に
あ
る
存
在
と

し
て
含
め
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
最
終
的
に
は
女
性
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
々
の
「
11
％
」
の
連
帯
を
目
指
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
・

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
社
会
主
義
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
ク
ィ
ア
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
等
の
成
果
を
踏
ま
え
、
新
し
い
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
自
律
性
」
と
「
開
放
性
」
と
い
う
異
な
る
理
念
が
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
理
論
を

牽
引
し
て
き
た
。
ふ
た
つ
を
同
時
に
模
索
す
る
本
書
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
こ
そ
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
運
動
の
可
視
化
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
リ
ー
ン
・
イ

ン
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
は
む
し
ろ
政
府
主
導
で
行
わ
れ
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
女
性
が
男
性
以
上
に
「
活
躍
」
し
、
国
家

と
経
済
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
歪
め
ら
れ
た
ま
ま
流
通
し
て
い

る
。
そ
し
て
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
内
部
で
も
、
こ
の
状
況
に
つ
い
て
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
本
書
は
日

本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

99％のためのフェミニズム宣言.indd   164-165 20/10/02   17:56



11
％
の
た
め
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
宣
言

167 166

訳
者
あ
と
が
き

　

ま
た
、
一
般
に
日
本
に
は
人
種
差
別
の
問
題
は
な
い
か
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
が
、「
白
人
優
越
主
義
」

の
意
識
は
共
有
さ
れ
て
い
る
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
年
々
強
化
さ
れ
て
い
る
。
何
よ
り
植
民
地
主
義
の
歴
史
を
払
拭

し
て
い
な
い
。
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題
は
い
ま
だ
国
際
関
係
に
大
き
な
亀
裂
を
入
れ
て
い
る
し
、
被
害
女
性
の
訴
え

は
日
々
バ
ッ
シ
ン
グ
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
で
か
き
消
さ
れ
て
い
る
。

「
慰
安
婦
」
問
題
を
め
ぐ
っ
て
日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
分
裂
を
深
め
て
い
る
こ
と
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ

の
問
題
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
階
級
、
民
族
、
国
家
が
い
く
え
に
も
絡
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
実

は
本
書
の
射
程
と
ま
っ
す
ぐ
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
。

　

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
重
要
性
も
ま
だ
十
分
広
ま
っ
て
い
な
い
が
、
だ
か
ら
こ
そ
日
本
で
本
書
の
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
を
伝
え
、
と
も
に
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
が
、
こ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
々
の
手
に
届
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

注
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レ
イ
ザ
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菊
地
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訳
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
ど
う
し
て
資
本
主
義
の
侍
女
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
─
そ
し
て
ど
の
よ
う
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再
生
で
き
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か
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文
学
』
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九
年
冬
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。
ナ
ン
シ
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フ
レ
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ザ
ー
、
関
口
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ェ
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史
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狡
猾
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ザ
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「
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ケ
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機
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田
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学
』
二
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九
年
冬
号
。

訳
者
あ
と
が
き

　

二
十
四
歳
の
女
性
と
し
て
、
自
分
や
周
囲
の
ひ
と
び
と
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
の
関
わ
り
あ
い
を
な
が
め
る
と
き
、
わ

た
し
が
生
き
て
い
る
日
本
で
は
い
ま
、
や
っ
と
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
同
世
代
の
あ
い
だ
で
も
浸
透
し
は
じ

め
、
そ
の
規
範
的
な
力
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
日
々
の
違
和
感
を
、
怒
り
を
、
し
ば
し
ば
そ
の
手
前
に
あ
る
か
な
し

み
を
、
言
語
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
段
階
だ
と
感
じ
る
。
ゆ
え
に
、
そ
の
違
和
感
の
、
怒
り
の
、
か
な
し
み
の
原
因
を

そ
も
そ
も
作
り
出
し
て
い
る
（
あ
る
い
は
強
化
し
て
い
る
）「
構
造
」
に
目
を
向
け
、
そ
れ
を
批
判
す
る
と
い
う
『
11
％
の

た
め
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
宣
言
』
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
態
度
は
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
新
し
い
も
の
に
映
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
目
指
す
の
は
、
け
っ
し
て
「
女
性
」
だ
け
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
は
な
い
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
分
断
線

が
用
意
さ
れ
、
ひ
と
び
と
を
分
か
と
う
と
す
る
力
が
は
た
ら
く
世
界
に
お
い
て
、
わ
た
し
と
あ
な
た
は
、
ど
れ
だ
け
理

解
し
よ
う
と
し
あ
え
る
か
、
ど
れ
だ
け
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
し
て
ど
れ
だ
け
愛
し
あ
え
る
か
。
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
を
つ
う
じ
て
、
す
く
な
く
と
も
わ
た
し
は
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
手
を
と
り
あ

お
う
と
す
る
な
か
で
、
そ
れ
で
も
「
女
性
」
と
い
う
フ
レ
ー
ム
を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
は
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
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